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a AB BA AB   BA 愛情 情愛 愛情 情愛 126
b AB   BA AB 階段 段階 階段 260
c AB AB   BA 相互 相互 互相 375
d AB   BA 語類 類語 122
e AB   BA 愛心 心愛 461
f      BA AB    胃腸 腸胃 339
【表 1】で抽出した語について、主に両言語内部それぞれにおける「AB」と「BA」との相
互の意味関係から分析を行った。その結果、いずれのグループにおいても、字順が逆転す
ることによって意味の相違が生じている語が多いことが明らかとなった。字順が逆転して
も意味の違いが生じない語については、両語形が同時に存在する理由をさぐるため、コー
パスを用いてその使用状況を調査した。調査した結果、日本語の場合、一方の漢語はよく
使用されるが、もう一方はあまり使用されていないことが明らかとなった。また、意味に
おいては相違がないが、用法やニュアンスの違いがあり、相互に交替が不可能な語が多い
ことがわかった。
中国語の場合も、一方の漢語がよく使用され、もう一方の漢語があまり使用されていな
いという傾向があるが、用法上の違いはあまりなく、相互に交替可能な語が多いことが明
らかになった。また、両語形が同時に存在する一つの理由として、同様の意味を表すには、
中国語の標準語では一方の語形が使用され、方言ではその字順逆転語が使用されているこ
とがわかった。
第三部では、通時的な観点から、《現代》と『岩波』の見出し語として立項されていない
二字漢語を調査対象として、その漢語が古代中国語として使用されていたかどうか、また、
その初出例を確認するため、『日国』と『大漢和』、《大詞典》などを使用し、調査を行った。
《現代漢語詞典》の見出し語として立項されていない語の調査方法を【図 1】に示す。
【図 1 調査手順の流れ】
《現代》の見出し語として立項されていない語を『大漢和』で調査した。『大漢和』の見
出し語として立項されている語が多くあり、古代中国語の語彙として使用されていたこと
がわかる。『大漢和』に立項されている語をその用例と出典について調べ、立項されていな
い語を『日国』と《大詞典》でその用例と出典を確認した。その結果、日本語の文献に典
拠している語と中国と日本の両方の文献に典拠している語とがあった。用例の出典が日本
の文献のみである語は和製漢語の可能性が高いものと考えられる。また、その初出時期が
明治時代以降の文献に拠る語が多いことから、辞書の見出し語として立項されていない語
の欠落している理由の一つとして、その漢語の出自が日本の近代以降の文献によるもので
あるのではないかと考えられるのである。
中国の文献と日本の文献の両方に典拠している語は、その用例が中国の古典に見られる
が、意味が日本語と異なり、日本語では異なる概念や意味で使用されているので、必ずし
も中国語からの借用語とは言えない。
用例や出典が示されていない語と『日国』にも立項されていない語とを《大詞典》で調
べた。その結果、用例や出典が中国の文献による語は和製漢語ではないということができ
る。用例や出典が辞書に記述されていない語については、コーパスで検索し、使用状況を
調べた。
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また、『岩波』の見出し語として立項されていない語を『日国』で調査した。『日国』の
見出し語として立項されている語は、古代日本語として使用されていたことがわかった。
しかし、用例の初出時期が明治時代以降の文献になっている例は、『西国立志編』・『万
国公法』・『花柳春話』などのような訳書や、『工学字彙』・『英和和英地学字彙』・『哲
学字彙』・『音訓新聞字引』・『広益熟字典』・『英和商業新辞彙』などのような辞典類
によるものが多いことが明らかになった。これらの明治時代の辞書や訳語に見られた語が、
現代日本語では使われなくなり、多くは廃語となったようである。その理由の一つとして
考えられるのは、同じ意味を表す語として、翻訳が盛んに行われた明治時代に使用の揺れ
が発生し、一時的に両語形とも使用されたが、その後一方の語形に固定され、一方の語形
が消滅したと考えられる。また、訳語として当時使用されていたが、現在では他の訳語に
代わられ、使われなくなったものもあるようである。
また、現代語として一方の語形しか使用されていない語、または両語形とも使用されて
いない語が、古代では両語形が併用されていた語が多数あり、現代語ではその一方が消滅
し、もう一方が残され、または両語形とも消滅した例もある。
最後に、第四部・第 15 章では、総論としてこれまでの分析結果から得られた結論につい
て述べ、本論文の意義と残された課題について述べた。
4 今後の課題
本論文で調査した結果をどのように日本語教育学へ応用するかということは今後の課題
である。中国人日本語学習者の作文の中に「和平な国」「彼は朴素な生活をしている」する
といった誤用例をよく見かける。なぜ中国人日本語学習者がこのような間違いをするのか、
それは単なる中国語と日本語の字順が相反するという原因だけなのか、あるいは意味や構
成などの違いなのか、その原因を解明する大きな糸口となるのが本研究である。本論文で
抽出された字順の逆転する二字漢語のうち、中国人日本語学習者においてどのような誤用
が生じやすいのかを調査し、意味変化の実態と語構成などを比較し、分析した上で、漢字
語彙の効率的かつ効果的な指導法を提案したい。この現象を究明することが出来れば、漢
字圏の日本語学習者だけでなく、非漢字圏の日本語学習者も日本語の漢字に興味を持ち、
より多くの外国人に日本語をより分かりやすく勉強し、理解してもらえるのではないかと
考えられる。
また、用例の出典が明らかになっていない語は、それは元々中国語なのか、それとも和
製漢語なのかについては、今後、調査の範囲を更に広げ、一組一組の語誌を調査し、それ
らが現在に至るまでにどのような変遷を辿ってきたのかを考察する必要がある。
本研究は、いずれコーパスとして日本語教育学のみならず、日本語学や中国語学の分野
においても重要な研究成果となるはずである。それを今後の課題としたい。
